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5月 定例会 (1)

開 催 日 時

開 催 場 所

1開   会

2 前回会議録の承認

令和 3年 5月 26日 (水) 14時 00分

県庁行政棟 「教育委員会室」

3議   題

O第 4号議案
令和 4年度長崎県公立高等学校入学者選抜の基本方針について

4報   告

(1)令和 2年度に実施された監査の結果及び措置林況について

(2)令和4年度長崎県公立学校教員採用浮考試験について

(3)令和2年度体罰に係る実態担握調査結果 (公立学校分)について

○第 5号議案
令和4年度長崎県立中学校入学者選抜の基本方針について (高校教育課)

○第 6号議案
令和 4年度長崎県立特別支援学校幼稚部、高等部及び高等部専攻科の入学者選考について

(特別支援教育課)

(高校教育課)

(総務課)

(高校教育課)

(義務教育課・高校教育課)

(児童生徒支援課)

(長崎図書館)

(4)「長崎つ子の心を見つめる教育週間」における県教育委員等の学校訪間について

(5)県立長崎図書館による大学との連携事業の実施について





第 4号議案

(高校教育課 )

令和 4年度長崎県公立高等学校入学者選抜の基本方針について

(提案理由)

令和 4年度長崎県公立高等学校の入学者を濃抜するに当たつて、その基本方

針を定めようとするものである。

(内 容)
1 入学者の選抜について

(1)入学者の選抜 lま、特に定める場合を除き、調査書その他必要な書類、お

よび各高等学校長が定めた検査の結果等を資料として総合的に行うも
のと

する。

(2)調査書の取扱いについては、教科の評定に偏ることなく、観点別学習状

況、その他の記載事項についても十分尊重する。

2 学力検査問題について

(1)前期選抜の基礎学力検査問題、後期選抜の学力検査問題は、次の基準に

より県教育委員会が作成する。

① 学習指導要領に基づき、中学校修了程度とする。
② 基礎的・基本的な問題を中心!こ出題するが、単なる知識を問うものに
偏ることがないように配慮し、思考力・判断力・表現力を検査できる

よ

うな問題とする。

(2)全 日制課程凛び定時制課程昼 F日弓部における前期選抜の基礎学力検査の実

施教科は、国語、数学、英語の3教科とし、後期選抜の学力検套の実施教

科は、国語、社会、数学、理科及び英語 (聞き取リテストを含む)の 5教

科とする。
また、定時制課程 (昼間部を除く)の検査は、作文及び面接を原則とす

る。

3 入学者選抜方法について

(1)全 日制課程及び定時制課程昼間部に係る前期選抜について
① 全日制課程及び定時侑ll課程昼間部の全学科において、特色選抜と文化・
スポーン特別選抜の両方、又は、特色選抜のみを実施する。

② 前期選抜における募集定員は、全募集定員の5%から50%の範囲で
各高校が学科別に定ゅる。

③ 特色選抜は、各高校が示す育成したい生徒像・求める生徒像を理解し、
当該高校で学ぶ意欲を持つ者が志願する。文化・スポーン特別選抜は、文

化。スポーツの各種大会等で優れた実績を有する者又は部活動で優れた資

質や能力を有する者で、入学後も継続的に活動を希望する者が志願す
る。

-1-



④ 調査書その他必要な書類のほか、基礎学力検査、面接、プレゼンテー
シヨン、実技、作文・小論文 。総合問題 (文化 。スポーツ特別選抜はプ
レゼンテーションを除く)の中から各高校が選択して実施する検査の結
果を資料として選抜を行う。なお、検査方法は、複数の方法を選択する
ことができる。また、調査書その他必要な書類及び各高校で定めた検査

について、各高校でそれぞれの比重を定めて選抜を行う。

(2)全 日制課程及び定時制課程昼間部に係る後期選抜について
① 全日制課程及び定時制課程昼間部の全学科において実施する。
② 後期選抜における募集定員は、全募集定員から前期選抜合格者数を減
じた数とする。
③ 調査書その他必要な書類のほか、学力検査、及び面接の結果を資料とし
て選抜を行う。なお、調査書その他必要な書類、学力検査、面接について、

各高校でそれぞれの比重を定めて選抜を行う。

④ 帰国生徒・外国籍生徒を対象に、志願者の申出により日本語習得の状況
や学校制度の違いを配慮して、日本語又は外国語 (英語又は中国語)によ
る作文及び面接を実施することができる。ただし、定員は、実情に応じて、

募集定員を超えて若千名とする。

(3)定時制課程 (昼間部を除く)に係る濃抜について
定時制課程 (昼間部を除く)の入学者選抜は、同一学校を I期選抜 。

Ⅱ期選抜の日程に分離して実施する。 I期選抜の定員は、学科の募集定
員の 70%と する。なお、Ⅱ期選抜の定員は、 I期選抜の合格者数を減
じた数とする。

(4)通信制課程に係る選抜について
通信制課程の入学者選抜は、提出された書類の審査により行う。

(5)連携型中高一貫教育に係る選抜について             |
連携型中高一貫教育に係る入学者選抜は、入学願書、課題レポー ト及

び当該高校で実施する作文・小論文、面接の結果を資料として行うこと

を原則とするとなお、選抜日程は、全日制課程及び定時制課程昼間部に

係る後期濃抜の日程に準じて行う。

(6)離島留学特別選抜について
離島留学特別選抜は、入学願書、調査書、離島留学申請書及び当該高

校が定めた検査 (全 日制課程及び定時制課程昼間部に係る前期選抜にお

ける特色選抜に準ずる)の結果を資料として行う。なお、定員不充足の
場合は、離島留学特別選抜における合格者数を除いた人員について改め

て募集し、選抜は、後期選抜に準じて行うも

4 入学者選抜日程について

(1)前期選抜
・入学願書受付期間 令和 4年 1月 13日 (木)から

令和 4年 1月 19日 (水)ま で
令不日4年 2月  2日 (水 )
(ただし、 2日 間で実施する場合は、
2月 2日 (水 )・ 3日 (木)の両 日とする。)

C検査
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・合格者発表

(2)後期選抜
・入学願書受付期間

令不日4年 2月  9日 (アk)

・学力検査
。合格者発表

・ H期選抜入学願書受付期間

選抜の検査
選抜の合格者発表

9日  (アk)

水)から
水)まで

まで
までに通知する。

3日 (木)から
9日 (水)まで
2日  (男k)

甲ギ需
↓
熙 する♪

9日  (アk)

ら

で
か
ま

木
木
火
水

日

日

日

日

７

４

８

６

１

２

　

１

月

月

月

月

２

２

３

３

年
年
年
年

４
４
４
４

和
和
和
和

令
令
令
令

里〒錬盤談笑撃最薯藍岳鏡辞野磯 有】:
7日 (本)から
4日 (木)ま で

令和 4年 3月  8日 (火 )・ I期選抜の検査

篇洗諸結講需揮鉾る。)
・ I期濃抜の合格者発表   令和 4年 3月 16日 (水 )

期
期

Ⅱ

Ⅱ

日

日

日

日

６

３

５

９

１

２

２

２

月

月

月

月

３

３

３

３

年
年
年
年

４
４
４
４

和
和
和
和

令
令
令
令

(

(

(

(

金
火

休
休
鉄

(4).天辱:盈警写脂祭畠
選抜
    客鶏4年 :月 3

・入学内定者通知      令和 4年 4月

)

)

)

か ら日

日

日

２

０

５

(P)・

買で予譜瑾1夏再曇畜耳|こ
1系る選
考き零:4辱 3月と互目 iテに;蜜熟

・検査           裳F
。合格者発表        令不

(6)離島留学特別濃抜
・入学願書受付期間

。検査

・合格者発表

令和 4年 1月 1
令和 4年 1月 1
令和 4年 2月
(ただし、2日
2月 2日 (水 )
令和 4年 2月

5 その他

入学者選抜についての具体的方法は、別に定める「令和4年度長崎県公立高

等学校入学者選抜実施要領」による。

-3- ・



第 5号議案

(高校教育課)

令和 4年度長崎県立中学校入学者選抜の基本方針について

(提案理由)  !
令和4年度長崎県立中学校の入学者を選抜するに当たつて、その基本方針を定め
ようとするものである。

(内

1

容)

入学者の選抜について

入学者の選抜は、適性検査、作文及び面接の結果並びに調査書その他必要な書

類を資料として、志願者の適性を総合的に判断して行うものとする。

2 検査について

(1)実施する検査は、適性検査、作文及び面接とする。

(2)検査の配点は、適性検査を130点、作文を70点 とし、合わせて200
点満点とする。

(3)適性検査及び作文は次のような問題とし、県教育委員会が作成する。
① 適性検査は、学校での生活や家庭や身の回りのことなどをテーマとして、
学習指導要領に沿つた、問題発見・解決能力、思考力、判断力及び表現力

等、小学校教育において身に付けた総合的な力をみる。

② 作文は、与えられた課題について、読み取つたことや考えたり感じたりした

| ことをまとめ、文章で表現する力をみる。

(4)面接は、集団面接とする。

3 入学者選抜日程について

入学願書受付期間

適性検査、作文、面接

入学予定者の通知

入学意思確認書提出期間

令和 3年 12月
令和 4年  1月
令和 4年  1月
令和 4年  1月

(水)～ 12月 14日 (火 )
(日 )

(月 )まで
(月 )～  1月 21日 (金 )

日

日

日

日

８

９

７

７

１

１

4 その他

入学者選抜についての具体的方法は、別に定める「令和 4年度長崎県立中学校
入学者選抜実施要領」による。
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第 6号議案

(特別支援教育課)

令和4年度長崎県立特別支援学校幼稚部、高等部

及び高等部専攻科の入学者選考について

(提案理由)

令和4年度長崎県立特別支援学校幼稚部、高等部及び高等部専攻科の入学者選考につ

いて、次のとおり定めようとするものである。

°
(内 容)
1 令和4年度長崎県立特月ll支援学校入学者選考について

調査書等の書類、学力検套、面接及びその他必要な検査等の結果を資料とし、総

合的に選考する。

(1)入学者選考にかかる日程等について (虹の原特別支援学校高等都就業サービ

ス科及び希望が丘高等特別支援学校を除く。)

ア 日程
(ア)入学願書受付期間
令和 4年 2月 17日 (木)～ 2月 24日 (本 )

(イ )入学者選考検査

令和 4年 3月 8日 (火 )・ 0日 (水) 2日 間
業上記のいずれか1日 で実施する学校もある。

(ウ )合格者発表
令和 4年 3月 16日 (水 )

イ 募集定員
各高等部の募集定員は、令和3年 10月及び12月 に実施する

‐
「進学希望状

況調査」等をもとに、令和4年 1月 に定める。

ウ その他
(ア)日 程については、長崎県立高等学校全日制課程後期選抜に準じて実施す

る。

(イ )合格者の人数が募集定員に満たない場合は、二次募集を行う。

5



(2)虹の原特別支援学校高等部就業サービス科及び希望が丘高等特別支援学校の

入学者選考にかかる日程等について

ア 日程
(ア)入学願書受付期間
令和 3年 12月 6日 (月 )～ 12月 10日 (金 )

(イ )入学者選考検査
虹の原特別支援学校高等部就業サービス科

令和 4年 1月 14日 (金)         1日 間
希望が丘高等特別支援学校

令和 4年 二月 13日 (木 )。 14日 (金) 2日 間
(ウ )合格者発表
令不口4狂 1月 21日 (金 )

イ 募集定員
(ア)虹の原特別支援学校高等部就業サービス科
(イ )希望が丘高等特別支援学校

8名

32名

ウ その他
(ア)合格者の人数が募集定員に満たない場合は、二次募集を行う。

(イ )不合格となった者については、特別支援学校高等部普通科を志願できる。
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報  告  事  項  (1)
総務課

令和 2年度に実施された監査の結果及び措置状況について件 名

1 監査の結果

(1) 令禾日2年 会計定期監査 (後期) (資 料①   2頁-22 頁)

① 監査実施期間
② 監査対象機関

③ 監査対象期間

④ 結   果

宴覇農塾懸】:具遍雰頼穣密F須誓感穐七F員立学校24)
書面監査48(地方機関ユ、県立学校47)
実地監査 令和元年度～実地監査日
書面監査 令和元年度
指 摘
 晟貞催畠すること   (県 立学校 1件)

妥婦紀喜辛]哲習を
るこ
lt邑ミ遣ヨ震 きlB

鰺蓬拓暮蓬2畠与ることi員垂重壌 t篠 ;
意 見
 ゑ毎類の単価契約 1こついて 他

指 導 54件

(2) 2年 団体等監査 料① 23頁～ 46頁 )

① 監査実施期間
② 監査対象機関

③ 監査対象期間
④ 結   果

令和 2年 9月 3日 ～令和 3年 1月 29日
宗教法人 カトブック長崎大司毅区、

長崎県高等学校体育連盟、長崎県中学校体育連盟

令和元年度
指 摘 1件

立替払いに係る請求者の受領書について

指 導 1件
夕食代に係る本部経費の支出根拠について

(3) 令和 2年 括外部監査 (資料① 47頁 ～ 102 面 )

① 監査テーマ

② 監査対象事務

③ 監査対象期間
④ 結   果

長崎県の補助金事務の執行について

含顎至家電貿璽羅喜羮衆毛為汁領衆宗零α曇皇碁召
なつている補助事業

令和元年度
指 摘 10件

仕入れに係る消費税相当額の報告について
他

意 見 13件
交付申請書に添付すべき書類について 他
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2 監査の結果にかかる措置状況

監査結果に対する措置状況等について、資料②のとおり

なお、措置状況については、地方自治法第199条第 12項及び
第252条の38第 6項の規定に基き、監査委員へ通知します。
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件 名 令和4年度長崎県公立学校教員採用選考試験について

1 採用予定者数 (選考を行う棟種
日職及び教科 B科目等)

3年度
採用予
定者数

4年度
採用予
定者数

校種・職

一般受験 (231)
離 島 枠 (4)

220235小 学 校 教 諭

国語 (18
理科 (14
保健体育 (

英語 (11

＞
、
＞
、
■

＞

社会

音楽

0)、

(

(

9 数学

美術

技術 (7)、 家庭 (8)、

12)、

(9)、

(7)、

90105中 学 校 教 諭

国語 (5)i
地理歴史 〔世界史 (2)。 日本史 (3)・ 地理 (1)〕

公民 (1)

数学 (7)
理科 l物理 (1)E化学 (3)a生物 (2)]地学 (1)〕

保健体育 (4)
芸術 〔音楽 (1)・ 美術 (1)〕

英語 (8)

家庭 (3)

工業

農業
(1)〕

(1)
(3)。 電気 (3)・ 土木

業

報

商

情

培
械
＞
，

栽
機

１
３

50

(22)小学部

中学部

(23)
4545

2020養 護 教 諭

425460合  計

報 告 事 項 (2)
高 校 教 育 課
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被種 H 1li30      12:00 42:509:00   9:50 10:40

小 学 校 教 専門教科 日科目 (80)

専門教科 口科 目 (80)

音・美・保体 専門教科 壼科 目(50
オ

'エ

ンテーショ
ン

実 技

中 学 校 教

英   語 専門教科 日科日 (80) 英会話カテスト

専門教科 日科 目 (80)

オ,エンテーショ
ン

音・美・保体 専門教科 日科目 (50) 実 技

高 等 学 校 教

英   語 専門教科 日科 目 (80) 英会話カテスト

魅 A 率 F弓教科・科 目 (30)
特】‖支援学校教論

特 B 出願時に希望した教科・科日と同じ(実技も含む) 出H印こ槌した鞘1帯 Eと同じ僕技も含胡

昼

食

養 護 教 諭

受
付

　

。
　

諸
注
意

体

憩

専門教科 L科 日 (80)

※障害者特別採用選考 (採用予定者数 20名 )は、下般選考とは分けて選考を行う。
※第 1次試験

2 出願手続
(1)出願方法
原則としてインターネットを利用した電子申請で出願すること。電子申請で

出願できない場合は、郵送も可とする。
ただし、小学校・中学校本免申請者で、関東 。関西会場での受験を希望する

者は、郵送で出願すること (関東・関西会場受験希望者の電子申請は不

可)。

(2)出願期間
令和 3年 5月 17日 (月 )午前 10時～ 5月 27日 (木)午後 5時まで
※ 郵送の場合は5月 27日 (木)までの消日1有効
ただし、小学校 。中学校本免申請者で、関東・関西会場での受験を希望する

者は以下の期間とする (郵送のみ)。

令和 3年 5月 17日 (月 )～ 8月 20日 (金)消印有効

3 要項等交付開始日  令和3年 5月 7日 (金 )
長崎県教育庁高校教育課のホ‐ムページに掲載
※ 郵送も可 (長崎県教育庁高校教育課への申込み)
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4 試験日程
(1)第 1ム試験
○実施日 令和 3年 7月 11日 (日 )
○場 所 県立長崎西高等学校、県立長崎工業高等学校、県教育センター

(2)第 2次試験
OA日程 実施日 :令和 3年 8月 17日 (火 )

場 所 :県教育センター
内 容 :適性検査・小論文

OB日程 実施日:令和 3年 8月 26日 (木)～ 9月 6日 (月 )の うち、 1
日を指定 して実施する。

ただし、中学校の「技術」。「家庭」、高等学校の
「家

庭」受験者は、実技適性試験実施のたゆ2日 間を指定す

る。

場 所 :県教育センタ
1等学校英語受験者は、英語による質疑応答内 容 :個人面接 (高

を含む。)

※ 教科に関する課題面接を含む (養護教諭受験者を除
く全受験者を対象とする。)

※ 児童生徒への対応 。技能等に関する課題面接を含む
(養護教諭受験者のみ対象とする。)

実技適性試験 (中学校「技術」。「家庭」、高等学校
「家

庭」受験者のみ。)

適性検査 (本務者免除申請者のみ。)

OC日程 実施日 :令和 3年 9月 11日 (土 )、 9月 12日 (日 )
小学校・中学校本免申請者でヽ関東

。関西会場での受験

を希望する者対象

場 所 :関東会場 人洲学園大学会議室 (神奈川県横浜市)
関西会場 兵庫国際交流会館 (兵庫県神戸市)
※ 会場はいずれも予定

内 容 :適性検査 ※ オンライン実施
個人面接 (教科に関する課題面接を含む)

5 採用候補者名簿登載及び内定通知
令和 3年 10月 8日 (金)頃の予定
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6 令和 3年度採用予定者数と過去 6年間の 2次合格者数 (実績)

年度
令和 4

年度

(予定)

考手不口3

年度

令和2

年度

平成 31

年度

平成 30

年度

平成 29

年度

平成 28

年度
職

小学校教諭 235 229 235 226 235 184 140

中学校教諭 105 90 82 71 62 50 85

高等学校教諭 55 52 50 49 47 54 51

特別支援学校教諭 45 47 48 50 57 56 37

養 護 教 諭 20 20 25 30 32 32 35

合 計 460 438 440 426 433 376 348

(実質競争倍率) 2.6倍 2,6倍 3.1倍 3.3 4:2倍 4.6

(実質競争倍率)=受験者数■2次合格者数
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報 告 事 項 (3)

件 名 令和 2年度体罰に係る実態把握調査結果 (公立学校分)について

¬ 期間・

2 (こより 及 び 受け

8 受けた 生徒数

4 罰の

5 体罰の (件)

6 の っ か け
)

３

７

)の中については、数職目の申告及び児童生徒・

間

令和2年度末に実施した数職員・児童生徒・保護者への調査のほか、教職

員の申告や児童生徒・保護者の訴え等により体罰と認知し、 教育委員会に
よる懲戒処分・訓告等を行つた事案及び校長による指導を行つた事案

令和2年4月 1日

5

令不H3J千 3月 31日

計特別支援学校高等学校中学校小学校
Rl年度R2年厘 Rl年度 R2年屈Rl年度Rl年度 R2年厘Rl年度 R2年屋R2年度
00 0 00 090 00懲戒 処 r

6 30 03 12 52
6 89 03 152計…① 1

教
委
対
応

311 245 049 1011 15

391 306 015 71112 17当該教職員数
(上記① +② )

30 390 17 611 1517当該件数 (件 )

計特別支援学校高等学校中学校小学校
R2年度 Rl年度R2年度 Rl年度R2年度 Rl年度R2年度 Rl年度R2年度 Rl年度

791 526 045 827 1727体罰老受けたよ巳童生徒致

0 8 50 03 33 2うち負協 したjL童生徒散

計高等学校中学校小学校
Rl年度Rl年度 R2年度Rl年度 R2年度Rl年度 R2年度R2年度R2年度 Rl年度

14 180 14 11 49 12授  業  中
30 53 05 10 49部 活 華力 中

5 72 0 002 23 3休み時間 `放諜後
60 0 6042 40そ  の  他

30 390 17 611 1512 17計

小学校 中学校 高等学校 計

R2年度 Rl年度 R2年度 Rl年度 R2年度 Rl年度 R2年度 Rl年度
R2年度 Rl年度

素 手 で 叩 く 4 9 4 6 2 4 0 1 10 20

棒などで叩く 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

殺げる・転11させる 2 2 0 3 0 0 0 0 2 5

F「 く及び蹴 る等 8 0 1 1 1 0 0 0 2 1

そ  の  他 6 6 6 5 4 2 0 0 16 13

討 12 17 11 15 7 6 0 1 30

計特別支援学校高等学校中学校′Jヽど
Rl年度Rl年度 R2年度Rl年度 R2年度Rl年度 R2年度R2年度R2年度 Rl年度

1

0( 〕

14

(( 〕

9

0 ( )

0

0( )

8

5 ( )

2

0

4

(  2) ( )

３

　

２

( )

4

4数職員の申告

200 145 05 536 10

`ζ

童生徒・保護者tB訴 え

2 60 010 232そ  の  他
30 390 17 611 1512 17計

※ 「教職員の申告」欄の ( よるもので、上の数字の向数
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7主な事案の概要

No 校種 体罰時の状況及び体罰の態様
体舅を受けた児童 ,

生徒の状況及び人数 当 該
教員数

状況 人数

教
委
対
応

（
訓
告
等
）

1 小学校

個別指導を行っていた際、学習への関心を向かせま

うとするが、被害児童が当該教諭へ「ばか」などの発

言をしたり、指を握つて強 く反らせるなどしたため、

始めは言葉による静上を行ったが行為が止まず、大声

で叱責するとともに、臀吉「を平手で 3回叩く行為に
至った。 その後、被害児童に痛みをわからせようと
つねる行為も行った。

傷害ン&｀ し 1 l

2 中学校

授業中、被害生徒の姿勢が悪かったため、本人び〕了

解をとり、日要者「分と橋子をひもで結ぶ行為を行った。

その後 3回、他の生徒に頼んで被害生徒の体を()も
で橋子に固定 している。

傷害″ょ`し l 1

3 高等学校

体育の授業で着用が認められていないインす―ンヤツ

を着ていた当該生徒に指導中、胸を押 し、生徒が持っ

ていたジヤージを取ちて頭を叩いた。また、当該生徒

の腕をつかみながら体育倉庫に移動し、不適切な発言

をした。

傷害声ょ`し l l

上記以外の

事案

3件の態様については、上記 3件 (No

( 0件 )
(1件 )
( 2件 )
( 0件 )
( 3件 )
1～No.3)と 同等程度のもの

小学校
中学校
高等学校
特別支援学校
計

0名
1名
2名
0名
3名

合計 6名 (6件)

＼No 校種 体罰時の状況及び体罰の態様

体罰を受けた児童・

生徒の状況及び人数 当 該
教員数

状況 人数

校
長
指
導

1 小学校
児童の発言に対して感情的になった当該教諭が被害

児童の首をつかみ、引きずるように別の数室へ連れて

行き、床に引き倒した。

子察り1易
首が赤く
ンょヽる

1 l

2 小学校
学級のルールを守っていない児童に対して感 f青を手rF

えきれず、被害児童の机を蹴って威嚇した後、右肩を

押したところ、児童がバランスを崩し、転倒 した。

右手首若
木骨折

1 l

3 中学校
害「活動での トレーニング中、被害生徒の姿勢、腰の

位置やふらつきを指導するた♂〉、腰を足で蹴った。

背中のあ
ざ

1 1

4 中学校

反抗的な態度をとる生徒を廊下に連れ出そうとした

際r生徒が動 く気配がな力再ったため、制服の標首を後
から掴んで押 し出すように連れ出したが、被害生徒が

つまずき、前方に倒れ込みながら反転 した状態で後頭

部を床で打った。

後頭部皮
下血腫、
頚盲聞寮過
傷

1 1

5 高等学校
当該生徒を含め 2名の生徒が、授業中サじめがなく
騒が しいことが頻繁で、指導に従わなかったためカプ

となり、該当生徒の頭を教科書で日「 ぃた。
傷害メふ`し 1 1

6 高等学校

係の仕事に関 してたびたび注意 していたが、戦善が

なかったため、 LHRで 当該生徒に対して係の仕事に
関する注意を行った際、聞き入れる様子に見えなかっ

たため、立腹 し着塵 した生徒の机を一度蹴った後に、

右芸貰を平手で打ったが うまく当たらなかったため、再

度平手打ちを行った。

傷害ンょヽし l 1

上記以外の

事案

小学校     9
中学校     7
高等学校    2
特別支援学校  0
計     18

名  ( 9件 )
名  ( 7件 )
名  ( 2件 )
名  ( 0件 )
名  (18件 )
件 (No.1～No.6)と 同等程度のもの1き件の態様については、上記 6

合計 2/生名(2/生イ牛)
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件  名 「長崎つ子の心を見つめる教育週間」における県教育委員等の

学校訪間について

概  要 1.趣旨
「長崎っ子の心を見つめる教育週間」の中で、県教育委員が、特色ある取

組を実施している学校を訪問し、児童生徒と交流し、教職員を励ますととも

に、本県の教育活動等について共通認識をもち、県内各学校の本教育週間に

対する意識向上を図る。

2.訪間予定校
O諫早市立諫早小学校
① 概要
・・住 所 :諫早市仲沖町457-4
・学級数 :16
・児童数 :421名
② 訪問日
・令不日3年 7月 9日 (金 )
③ 選定理由
・過年度は、高等学校、中学校を訪問しているため、今年度は小学校
R  を訪問する。諫早小学校は、地域のお年寄りとの継続的な交流活動
や運動会では地域伝統の踊りである「のんのこ節」を披露するなど、

地域と密着した教育活動を展開している。

3.学校訪間当日の流れ (予定)
(1)あいさつ
(2)授業参観
(3)教育委員会からの所感及びお礼 (教育懇談会)

4.参考 (過去 3年間の教育委員訪間実績)

・平成 30年 6月  4日
6月 11日

・令和 元年 6月 10日
7月  5日

・令和  2年

県立盲学校

佐世保市 :大塔小学校

長与町 :県立北陽台高等学校

対馬市 :厳原中学校
コロナ禍を鑑みて「訪問なし」

※ H16知 事訪問以降 (H26か ら教育委員会訪問)
・小学校… 10校 中学校… 11校 高校… 3校 特支関係… 2校

※ 今年度は県PTA連合会、県公立高等学校PTA連合会も同行する。

報 告 事 項 (4)
児童生徒支援課
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1

令和 3年度「長崎つ子の心を見つめる教育週間」実施要項

長崎県教育委員会

趣 旨
本県では、平成 16年から本教育週間を開始し、これまですべての公立学校で教育活動

を公開する教育週間の実施を通して、学校と保護者や地域住民が連携
し、「地域の子ども

は地域ではぐくむ」という気運を高め、大きな成果を上げてきた。

新型コロナウイルス感染症と共に生きていく社会において、児童生徒を取り巻く生活環

境が大きく変容する中、“いのちを輝かせて生きる心豊かな長崎つ子の育成
"を 目指す本

県教育の特色あるこの取組を(改めてこれまでの成果等を生かし、一層推進する。

2期 間          ｀ 十

令不日3年 5月 から7月 の間で各学校が設定する一定期間

目 的
◎ いのちを輝かせて生きる、心豊かな長崎つ子の育成を図る。
O 命を大切にする心や思いや りの心の育成
o あこがれや将来への志の育成
o あいさつやマナ=の向上

令和 3年度重点目標

学校と家庭や地域住民が連携して、児章生徒がいのちを輝かせて生きようとす
る心情

を育むとともに、情報モラル教育教材
「SNSノ ート:ながさき」を活用し、情報モラ

ルについての理解を深める。

5 すべての学校で取り組む 5項目

※ 上記 5項目の他、別紙 「その他の本教育週間に係る学校の取組例」も参考にして

各学校で取り組む。

各市町教育委員会の取組

(1)域内の小。中学校と連絡調整して、教育週間の期間を設定する。

(2)市町上斉の学校公開に対する支援、地域等への学校参観の呼びかけを行う。

(3)家庭教育フォーラム、講演会、土日の親子ボランティア活動等を実施する。

(4)市町のホィムページや回覧板等で、本教育週間の広報・啓発等を行う。 |

3

4

① 「命に関する講話」等を通して、かけがえの

本教育週間の取組について、家庭・地域
。関

ない命を大切にする心情を育む。

係機関等と連携して企画し、運営に②

あたるも
③ 情報モラル教育教材「SNSノ∵卜・ながさき」を活用した情報モラルの学びを
通して、相手の立場に車つた言動などを大切にする心情を育む。

④ 話し合いや学びの場を通して、「いじめ (SNSによる誹謗中傷 =新型コロナウイル
ス感染症における偏見や差別等を含む)はどんな理由があつてもいけないことだ」

という意識を育む。
         三学校高等部にあつては「道徳教育に関わる⑤  「道徳の授業」、高等学校及び特別支惨

教育活動」を全学級で公開する。

6

-17-



7 県教育委員会における取組
(1)市町教育萎員会及び学校に封して、具体的取組例や実施上の留意事項等を示すな
ど、充実した活動にするための支援を行 う。

(2)本教育週間の広報。啓発等を実施し、県民を挙げて子どもの健全育成を推進する。
(3)「 SNSノ ー ト。ながさき」を活用した取組に係るアンケー トを実施し、効果検証
を行い情報モラル教育の充実を図る。

8 留意事項
(1)別添 「安全対策要領」を参照し、安全対策の徹底を図る。
(2)学校・家庭・地域・関係機関が連携し社会総がかりで子どもを育成するためには、
地域で育む子ども像である「子どもへのメンセ~ジ」や目指す地域像を、地域全体
で共有化する必要がある。そのためには(各学校のホームページに掲載するなど、
道徳教育全体計画に係る内容の周知の仕方や本教育週間の企画 。運営・広報の仕方

等を見直し、より多くの方に足を運んでいただけるよう工夫する。

9報 告
(1)市町教育委員会                      '
・管下の各学校の「教育週間における取組」については、「教育週間の実施状況」を

8月 0巳玉金)までに別途依頼する様式で県教育委員会へ報告する。
(2)県立学校
。「教育週間における取組」については、「教育週間の実施状況」を 8月 6日 (金)
までに別途依頼する様式で県教育委員会へ報告する。

※ 今回から、県教育委員会への実施計画の報告は行わないが、「実施状況調査」報告の
際に、実施した取組内容を報告する。   '
なお、学校が設定した一定期間以外の期間に、本週間の趣旨に合致した取組を行つた

場合イこも、同様に実施した呈ととして上記報告書に記載する。

10 その他

新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえた本教育週間の実施にあたつては、学校・

家庭・地域が連携し、感染及びその拡大リスクを可能な限り低減しつつ、令和 2年度の

収組を参考に、日程調整、授業形式、参加形態等を工夫しながら、地域の実態に応 じて、

弾力的に取り組む志
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【今考】その他の本教育週間に係る学校の取組例

(1)教科や特別活動など道徳の授業以外σ)学習でも、いのちを輝かすて生きようとする

子どもの育成に係る取組を行 う。

・ 「子どもへのメジセージ (目 指す子ども像 )」 イこ係る活動
。 長崎っ子さわやか運動

①さわやかなあいさつ :明るく気持ちのよいあいさつをしよう。

②きわやかな返事  :元気な声で返事をしよう。
③さわやかなマナ▼ :学校や社会のルールを守り、人の役に立つ行いをしよう。

④さわやかな服装  :長崎つ子らしい品位を持ち、さわやかな服装を心がけよう。
・ 高校生さわやか運動

①さわやかなあいさつと明るくさわやかにあいさつをしよう。

②さわやかな服装  :高校生らしい品位をもち(さわやかに制服を着よう。
③さわやかなマナー :校則や社会のルールを守り、他人の迷惑になる行為はやめよう。

・ 他校種と連携した合同授業や他校種の教師を招いての授業

・ 地域の学校との合同マナーアップキャン
ペーン

・ 薬物乱用防止教育

・ サイバーセキユリティボランティアの活用

(2)ゲス トテイーチヤ~を積極的に活用したり、地域の行事等に教職員や児童生徒、保

護者がともに参加したりする取組を推進する。

・ 外部講師を招聘した 「命」に関する講話

。 豊かな人生経験を有する人材を活用した道徳の授業
。 地域や外部人材による、子どもの心に響く優れた本の読み聞かせ

。 キャリア教育の一環としての職業講話など、将来
への「夢・憧れ・志」を育

てる取組
。 地域の行事 (ボランテイア活動やスポーツ大会、共に語る会等)に参加し、

教職員と児童生徒や保護者、地域住民が共に汗を流したり、憧れや将来
への志

について語 り合った りする活動

。 PTAや 学校運営協議会、学校支援会議等と連携 したあいさつ運動や地域ク

リーンアップ活動

(3)保 護者に対しても情報モラルについて啓発する。
・ 「SNSノ ー ト。ながさき (保護者用)」 の活用を通して、学校と保護者が情
報モラルについて共通理解する場の設定

・ 携帯電話等やゲ∵ムの過度の利用による健康被害の懸念やSNS等の利用
に蘭する危険性についての指導や保護者への啓発活動
。 メデイア安全指導員や民間企業と連携した活動

(4)い じめ問題の改善に向けた取組を行う。
・ 面談等を活用した保護者との情報共有

。 家庭や地域と連携した規範意識の向上を図る活動

(5)本教育週間以外でも、定期的に学校の教育活動を公開する。
・ 保護者や地域住民に対する授業や学校行事等の公開
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※ 新型コ回ナウイルス感染症の感染及びその拡大リスクの低減に伴う安全確保につきまして
とま、学校・地域の実態に応じてガイ ドライン等に沿つた対応をお願いします。

『長崎っ子の心を見つめる教育週間」における安全対策要領

1 組織の充実
(1)安全管理体制の再確認

学校支援会議等の中で安全管理組織 (役割分担、連絡体制等)を設立し、教職員

及び関係者一人一人の危機意識を高め、全教職員で共通理解を図る。

(2)地域との連携強化                            ｀

PTA、 警察等の関係機関・団体、自治会、青少年育成コ車口ねつこ指導員等
地域の団体や個人の協力を得る(関係者及び地域住民に、本事業の趣旨 (安全面)

を含めアピールし、各校長から協力依頼をする)。

2 事前の対策
.(1)校地内外のパ トロール体制など一週間、一日の具体的な安全計画を立てる。
(2)不審者侵入を想定した対応訓練等を実施し、状況に応じて適宜変更できるよう避難
経路や避難場所、誘導方法など複数確認しておく。

(3)施設・設備のJ点検
○ 遊具等の安全を再〕煮検し、必要に応じて立ち入 り禁上の表示を行 うとともに、
視界を遮る立木や障害物等を撤去し見通しをよくするなどの環境整備を図る。

O 廊下や教室を整理整頓し、校舎案内図等と併せて消火器や非常口、AEDの 保
管場所等の安全設備を掲示案内する。

(4)参加者名簿等を作成しておく。

(5)情報の共有化を図るむ
O PTAや 自治会、警察等の関係機関等と連絡を密にし、不審者の情報や事件、
事故の発生状況等を周知し、協力を求める。

3 期間中の対策
(1)受付での封策
○ 出入り口を限定し、氏名や住所等記入してもらう来校者名簿を活用する等、来
校者の把握を確実に行 うとともに、IDカ ー ドや名札をつけてもらう等受付をし
たかどうかの確認ができるようにする。

○ 不自然な荷物や不審な物 (凶器となり得る物等)を持つていないかの確認を行
う。

O 不自然な行動や暴力的な態度が見られないかの確認を行 う。
(2)校内での対策
○ 教職員による校内パ トロールを強化する。
・ 緊急時に備え、ホインスル等を身に付けてパ トロールする。
・ チェックリス ト等を活用し、パ トロールの結果を記録する。
○ 保護者や地域の関係者の協力を得て校内パ トロールを実施する。
○ 来校者を見かけたら、積極的にあいさつしたり、声を掛けたりするように努め
る。
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4 不審者への対応

(1)学校安全計画及び安全管理マニュアルに基づき、迅速から的確に紺応する。
O 他の職員等への連絡や協力を求める。
○ 言葉や相手の態度に注意しながら、不審者との問合いを取り、丁寧に退去を求
める。
・ 隔離・通報する。
・ ・ 別室に案内し、隔離する。

・ 警察へ通報する。

・ 校内放送等で関係者に周知する (不審者に気付かれず、児童生徒が
パニン

クにならないように工夫する)。

o 退去しても再度侵入したり、学校周辺に居続けたりする可含巨l生があるので、監
視を継続するとともに、状況に応じて教職員や関係者の引率による集団下校等実

施する。

O 教育委員会等に連絡する (状況についてできるだけ詳しく記録する)。

(2)緊急時 (危害を及ばすおそれのある場合)の対応
○ 大声を出したり、非常ベルや火災報知器等を鳴らしたりすることにより、事件
の発生を周囲に知らせるとともに、他の教職員の応援 (110番通報)を求める。
○ 身近な物で不審者との距離をとり、移動を阻止するなど暴力の抑止と被害の防
止を図る。

O 校内放送等により速やかに児童生徒を安全な場所に避難させる (児童生徒の掌
握を徹底し、安全を確保する)。

O 教育萎員会等に連絡する (状況についてできるだけ時間経過等詳しく記録す
る )。

県教育委員会の協力依頼対応

県教育委員会は、下記関係機関や団体等に文書等により協力を依頼 (令和 3年 4月 依頼

予定)する。併せて、校区内の関係機関や団体等の関係者には、各校長から本事業の趣旨

(安全面)を含め周知し、協力を依頼する。

O 県警察本部  !
O 県少年補導員連絡協議会
O ttPTA連 合会
○ 県公立高等学校 PTA連 合会
O 市町健全育成連絡協議会
O 青少年育成ココロねつこ指導員
O 市少年センター補導員
O 県青少年育成県民会議
O 県保護司会連合会
O 県社会福祉協議会
O 県商工会連合会

5
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報 告 事 項 (5)
長崎図書館

件  名 県立長崎図書館による大学との連携事業の実施について

概  要 1.令和 3年度から新たに実施する事業

長崎大学情報データ科学部の「実社会課題解決プロジェクト」 (※)

において、連携機関のひとつとなり、学生の課題解決の取組に協力す

る。県立長崎図書館から情報提供を行つて学生の課題設定を支援する

とともに、課題設定がなされた後は、県立長崎図書館職員による学生

との懇談、ミライ on図書館でのフィール ドワーク実施の支援、情報

提供などを随時行い、学生による取組に協力する。

※企業や官公庁の協力を得て、学生が実際の社会における課題を発見

し、解決してゆくことを内容としている。令和 2年度から設けられ

た科目で、令和 3年度は情報デ‐夕科学部の 1年生及び 2年生の必

修科目として開講される。

2.前年度から継続する事業

○図書館所蔵資料の相互貸借 (随時)

O放送大学長崎学習センターと連携した講座の実施

○県内図書館職員向け研修の共同実施

O大学における情報リテラシー教育と連携した利用ガイダンスの実施
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